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OECD iLibrary では、世界最大のシンクタンクである OECD が出版する報告書などを、オンラインで閲覧でき

ます。OECD 加盟各国と主要な非加盟諸国から集められた、統計なども利用可能です。統計は、ほとんどが各

国政府や国際機関から集められた公式のもので、国際標準に沿って収集されており、国際比較ができるように

なっています。また主要な報告書に掲載されている図表は、Statlink という機能で、エクセルファイルでダウン

ロードできます。 
*OECD とは： Organisation for Economic Co-operation and Development の略称で、日本語で経済協力開発機構といいます。

OECD は、国際経済全般について協議することを目的とした国際機関です。欧州諸国、米国、日本などを含む 34 カ国の先進諸国によって構成

されており、これら 34 か国の他、欧州委員会（EC）も OECD 諸活動に参加しています。 
 

OECD iLibrary には冊子もおさめられています。 
OECD の資料は、日本では、明石書店から刊行されているものもあります。 
 

０．はじめに、冊子体の資料 「地図でみる世界の地域格差：都市と地域発展の国際比較」 について、東京大

学 OPAC で探してみましょう。 
 

①東京大学 OPAC で、2018 年版が見つかりました。 
OECD iLibrary でも資料を探すため、英語書名を確認します。 → 
OECD regions and cities at a glance 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
② 続いて、OECD iLibrary を立ち上げます。 

GACoS 検索窓でキーワード、OECD でキーワード検索をします。その中から OECD iLibrary をクリック。 
または附属図書館データベースを OECD でキーワード検索、OECD iLibrary をクリック。 
 

１．OECDiLiberay を使ってみましょう。検索画面で、 “OECD regions and cities at a glance”で検索。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

OECD iLibrary の使い方 

リ スト一覧には、日本語資料もあるが、こちらは

Summary のみ。そして Summary の日本語書名は、

刊行されている日本語の書名とは異なる。したがっ

て、東大 OPAC で英語書名を確認し、英語書名で

OECDiLiberary を検索すること。 

東京大学 OPAC では所蔵のなかった 
2020 年版が利用できることがわかりまし

た。 



2021.4  東京大学本部情報基盤課 [学術情報リテラシー担当] 

2 

２．地域に関する統計資料をタブから探してみましょう。 
①統計タブをクリック 
②表示されているデータベースの中から必要なデータベースを選ぶ。 
  データベースが表示されていない場合にはスクロールを動かして探す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．地域に関する統計資料をテーマから探してみましょう。 

テーマ別に閲覧をクリック→テーマを選択→下にテーマが表示されるので選択。 
今回は、“Urban, Rural and Regional Development”の統計にあるデータベースをクリック、OECD 

Regional Statistics を選択します。 
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４．下記の本の、p.76-77 に掲載されている図 3.9 の元となるデータをダウンロードして加工できることを 
確認しましょう。 

 
編著 OECD, 監訳中澤高志, 鍬塚賢太郎, 久保倫子, 久木元美琴, 飯嶋曜子, 訳由井義通. 地図でみる

世界の地域格差 : OECD 地域指標 : 都市集中と地域発展の国際比較 2018 年版. 東京, 明石書店, 
2019, ISBN9784750349008  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Excel データが表示されます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://dx.doi.org/10.1787/region-
data-en 
（最後のピリオドはとる） 
 

http://dx.doi.org/10.178
7/888933817504 

の右に表示 
されているデータをクリック。 

このページで、左の図の元データを探す。 
図 3.9 に 
Annual inter-regional population mobility 
とあるので、inter-regional Mobility をクリッ

ク 

地域間人口移動は、 
Regional Statistics の 
Regional demography に載っ

ています。 
 

冊子の情報 

図 3.9 
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赤枠の項目をクリックします。 
下の Customise 画面が開きます。 
リストの中から必要なものを選ぶために Customise 画面で Indicator、Year を、それぞれクリックして、指定

をおこないます。 
①右上の Unselect all をクリックしてすべてのチェックボックスを外します。 
②③下記の赤枠がついている New residents in the region coming from another region of the same 
country と Population All age のチェックボックスだけをオンにします。 
④右上の Year をクリックします。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

このテーブルのアイコンに緑の+がついている

ものは、一番上の Regional demography に収録

されているデータの中から、使いやすいように

抽出しているものです。 

表示されていないとき

は＋をクリックして表示

させる 

① 

② 

③ 

④ 

Customise  
画面 
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Year 設定画面で①右上の Unselect all をクリックしてすべてのチェックボックスを外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③View Data をクリックします。 
  
表のページに戻り、左上の Customise のプルダウンメニューから    Layout ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Layout が開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

②Year: 2013 から 2016 だけチェックボッ

クスをオンにします。 

（2018 年版を例とした場合は、2013-2016

ですが、最新年のデータが欲しい場合

は、新しい年を選びます） 

① 

② 
③ 

水色部分は出力しない項目です。 

出力項目は、下半分で項目を指定します。 
上にくる方項目＞下にくる項目 
で出力されます。 
今回は以下のように出力したいとします。 
Indicator Region 
        Region 
        Region 
Indicator  Region 
        Region   
        Region     
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Layout ボックス内の項目をドラッグアンドドロップで移動します。 
①Indicator は、Region の上に配置します。 
②Territory Level and Typology は不要なので上の水色エリアに移動します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
になるようにします 
 
 
 Country 4 のプルダウンメニューから Small regionｓ （ＴＬ３）を選択します。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Excel に出力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

① 

② 

③ 

Indicator Region の順になっ

ていることを確認します。 
 

Export のプルダウンメニューから Excel を

選択し、Export します。 
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図 3.9 のデータの元となった データ（の一部）が出力できました。 
 
５．４．で出力した図 3.9 のデータを加工して Hungary について同じ数値をだしてみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①New residents in the region coming from another region of the same country の Hungary につ

いて合計をだす。計算するために、黄色い行を追加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

方法： 
データベース上では、図 3.9 のような国の平均値

は出せません。 
4.で出力した Excel の“New residents in the 
region coming from another region of the 
same country”データから、Hungary に限定し

て、各都市の合計をから算出します。 
4.の手順を応用して、今度は、人口（Population all 
ages）についても Hungary に限定して、各都市の

合計をだします。 
そして、4 年間の平均を計算します。 
 

このような数値になるかどうかをやってみます。 
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②４．の手順を応用して Population, All ages の Hungary について、データを出力し、合計をだす。 

計算するために黄色い行を追加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③計算して平均を算出しました。 
 
 
 
 
 
④Regions and Cities at a Glance 2018 の Fig 3.9 エクセルと、数値が微妙に異なっています。これは、

2019 年以降にデータベースの数値が更新されたためと思われます。 
 
 
 

補足）各データベースの Metadata の参照の仕方 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Metadata には、該当データベースの概要、更新日、単位、国際比較の際の注意事項、その他関連資料への

リンクなどが載っています。 
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また、統計項目（変数）にも同じ青いマークがついている場合は、その項目についての情報が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例） 地域の区分けを意味する T３や T2 に関し

て実際の区分けなど詳細な情報が入手可能で

す。 

該当資料の Reader‘s Guide などにも TL に

ついて説明などの記載があります。 
https://www.oecd-ilibrary.org/docserver/a1f45d35-
en.pdf?expires=1616649967&id=id&accname=gues
t&checksum=692187CF79DCF879A4F71A07D79223
38 
 


